
108 Windows Developer Magazine

今回は、前回作成したデータ接続を

使って、データベースのデータにアク

セスしてみることにする。

巷に存在する.NETの入門書などで

は、「データアダプタ」と「データセッ

ト」を使ったアクセスを紹介している

ものが圧倒的に多い。たしかに、この

方法では、複数のテーブル、複数の

データソースを、まとめてひとつのオ

ブジェクトとして操作できるし、他の

アプリケーションとのデータ交換も容

易である。何よりも、プログラミング

が簡単になることがうれしい。

しかし、昔からのADOに慣れた我輩

としては、どうもわかりにくい。デー

タアダプタの動きが、今ひとつピンと

こないのである。どうしてもデータ

ベースを呼び出す際にはコマンド

（Command）という感覚が先に立って

しまう。

そこで調べてみると、ADO.NETで

は、データアダプタを使わずに、デー

タベースを直接制御することもできる

ことがわかった。SQLステートメント

を含む「DataCommand」オブジェク

トを使用するか、またはストアドプロ

シージャへの参照を使うのである。

データセットはメモリを必要とする

ため、データコマンド（DataCommand）

を使用するとアプリケーションのオー

バーヘッドを低減できるのもうれしい。

また、Webアプリケーションでは、デー

タセットを使わないほうがパフォー

マンスが上がることも少なくない。

我輩の名前は「頑固一徹」。Visual Basic一筋のベテランプログラマである。

前回から、ADO.NETと格闘している。前回は、「Connection」オブジェクトの使い

方を勉強し、いろいろな実験を行なう場合には「サーバーエクスプローラ」で、デー

タ接続を作成しておくと便利であることを紹介した。データ接続を作成できたら、い

よいよ「データソースへのアクセス」である。
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この記事で取り上げたソースコードおよび 
サンプルプログラムは、 
http://www.shoeisha.com/mag/windev/ 
からダウンロード可能です。 
 ＊）サンプルを動かすには、 
SqlConnectionコントロール（scnNWind） 
のConnectionStringプロパティをご自
分の環境に合わせて変更してください。 



2005 December    109

古くからのVisual Basicユーザーの場

合、この直接制御から入るほうが理解

しやすいと思う。そこで、まずこの方

法を試してみることにしよう。

どのような処理になるのか、実際に

見てみよう。簡単な例として、「North

wind」データベースを使用して、「Cus

tomers」テーブルの「CompanyName」

フィールドをリストボックスに表示し

てみることにする。

「Connection」オブジェクトを作る
まず「TestReader」というWindows

アプリケーションを作成する。

ツールボックスの「データ」タブを

選択して、「SqlConnection」をダブル

クリックする。フォーム下部のコン

ポーネントペインに「SqlConnection1」

アイコンが出現したはずである（図1）。

この「SqlConnection1」を選択した

状態で、プロパティウィンドウでオブ

ジェクト名（「(Name)」）を「scnN

Wind」に訂正する。

ここでプロパティウィンドウの内容

に注目していただきたい。「Connection

String」プロパティと「Modifiers」プ

ロパティ以外はグレイ表示になってい

て、設定ができない（図2）。デフォル

トで値が入っているものはまだよいが、

「Database」や「DataSource」はどう

するのであろうか。

これはさておき、「ConnectionString」

プロパティの右端の［▼］ボタンをク

リックする。接続できるデータベース

の一覧が出るので、ここから「North

wind.dbo」を選択する（図3）。すると、

「DataSource」には「DELL4」、「Data

base」には「Northwind」と、値のなかっ

たプロパティもきちんと設定された。

前回、サーバーエクスプローラで、

データ接続を作成しておいたので、操

作が簡単である。

なお、「Connection」クラスの詳しい

内容に興味のある方は、前号を参照し

ていただきたい。

「Command」オブジェクトを作る
いよいよ「Command」クラスの登場

である。

ツールボックスの「SqlCommand」

データベース処理－その 2－

図2：
「SqlConnection」
オブジェクトの
プロパティ

図3：
「ConnectionString」

を選択

図1：作成した「SqlConnection1」オブジェクト

データコマンドによる
データアクセスを試す

本稿ではSQL Serverを使用するが、SQL

Serverをお持ちでない方は、Office付属の

「Northwind.mdb」やVB6付属の「nwind.

mdb」などを使うとよい。その場合、今回使

用する「Sql」で始まるクラスの代わりに、

「OleDb」で始まるクラスを利用することに

なる。

Memo

まだデータ接続を作成していない場合は、

サーバーエクスプローラで「データ接続」を

右クリックすると開くポップアップウィンド

ウで［接続の追加］を選択して、接続を作

成する。

Memo




